

















































































講義の理解度 8.4±1.6 8.4±1.5 8.4±1.7
実技の理解度 9.1±1.1 8.9±1.4 9.2±0.8
教授法　　　 9.4±1.6 9.0±2.2 9.7±0.7
表２　質問項目４〜７に対する回答
質問内容と回答 総数 ３年生 ２年生
項目４　講義の進め方に改善点があれば記入してください
特にない 10 4 6
学生の理解度を確認しながら授業を進めてほしい 4 3 1
進行を早くしてほしい 3 2 1
内容を簡略化してほしい 2 1 1
細かく説明してほしい 2 0 2
図や写真を多用してほしい 2 1 1
眠くなる時がある 2 2 0
臨床症例を多く紹介してほしい 1 1 0
項目５　実技の進め方に改善点があれば記入してください
このままが良い 8 3 5
特にない 7 4 3
実技の時間を増やしてほしい 3 2 1
前回の実技の復習から始めてほしい 1 1 0
実技練習をしている時に１人１人にアドバイスを欲しい 1 1 0
ひとり一人が実技の練習をする時間が足りない 1 1 0
整復や固定の実演を数回繰り返してほしい 1 0 1
項目６　講義と実技を同一の教員が担当する時の良い点や悪い点を具体的に挙げて下さい
理解しやすい，覚えやすい 17 7 10
講義と実技に一貫性がある 9 5 4
学生の理解度を教員が認識して実技を進めることができる 3 1 2
担当教員以外の知識や技術を学ぶことができない 3 2 1
講義と実技の担当が異なる時は教えてくれる内容が違う時がある 2 0 2
講義で理解できないことも実技の時間に同じ先生に聞くことができる 1 0 1
その先生のやり方を深く学ぶことができる 1 1 0
項目７　その他，何かあれば記入してください
日本方式はとても良い 7 2 5
授業が分かりやすい 7 2 5
日本語の授業を増やしてほしい 3 2 1
実技の材料が十分にあることはとても良い 3 0 3
学生に理解させようとしている姿勢を教員から感じる 2 0 2
講義の後すぐに実技をやるのが良い 2 0 2
授業で覚えなければならない量が多い 2 0 2
実技室が使えないときがある 2 1 1
全体的に進行をもっとゆっくりしてほしい 1 1 0
（単位：人）
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解しやすい」や「覚えやすい」ことが質問項目６におい
て挙げられている（表２）．「講義と実技の担当が異なる
時は教えてくれる内容が違う時がある」との回答がみら
れることから，学生にとって「講義と実技に一貫性があ
る」授業は余分な混乱を招くことなく理解しやすいので
あろう．授業進行の改善点を問うた項目４と５に関して，
「特にない」や「このままが良い」の回答が最も多かった
ことから，派遣授業における教授法は原則的にこれまで
と同様に行うことが良いと考えられる．さらには，「学生
の理解度を教員が認識して実技を進めることができる」
との回答から，教員は講義の理解度が学生によって異な
ることを察しつつ実技の授業を進め，時には理論的背景
を復習する時間を積極的に設けることが授業の理解度や
満足度を高めると考えられる．
一方で，「担当教員以外の知識や技術を学ぶことがで
きない」という，同一の教員が講義と実技を担当する教
授法に対する否定的な意見も存在する（表２，質問項目
６）．現実的に，時間的制約のある派遣授業において複数
の教員で同じ範囲の授業を行うことは困難である．しか
し，より多くのことを学びたいという学生の知的欲求に
対して，許す限り応えるのが教員としての務めでもある．
折に触れて，書籍に掲載されている方法や学会で発表され
ていた方法などについて紹介するのも一案かもしれない．
この調査結果はMNUMS伝統医療セラピスト学科の教
員と共有し，彼らの助言を受けながら教育効果をより高
めるための方策を検討するのに有益な資料となる．学生
の授業に対する理解度が高まれば，学生が柔道整復術を
実践する力も高まるであろう．さらには，派遣授業を通
して得られた教育経験は本学教員の質の向上につながり，
本学学生の理解度にも良い効果を与える可能性がある．
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